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･･編集後記…･･

令北海道の地質はサハリンに続く南北系の古い構造

とそれに斜交する千島弧の性質が重複して出来上が

っており,その事は島の形によく表れております.

ですから近隣のロシア側を地質調査することは北海

道の地質の理解に非常に重要なことですが,政治的

理由で交流は長い間中断されていました.最近は旧

ソ連の崩壊と共にサハリンを中心とする地質学術交

流が北海道大学関係者によって開始され,その成果

も学術誌に公表されるようにたりました.

勢本年9月23日一25日には北海道大学において20年

ぶりに札幌における地質学会年会が開催されますの

で,この機会に北海道からサハリン,千島列島にか

けての研究の現状を2回に分けて紹介する“北方

域特集"を企画してみました.今回はその第1号

です.第2号は鉱物資源関係の投稿が中心です.

ご期待ください.

(地質ニュｰス編集委員会顧間石原舜三

副委員長佐藤興平)

今秋の札幌,北海道大学における国際集会

1994年9月20目(水)一22日(木)
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marginineastemAsia:FromPaleoasianOceantoPa1eopacificOcean(22日は巡検).

問合せ先:北海道大学渡辺曄夫(Fax:011-746-0394)

1994年9月23日(休)一28日(日):日本地質学会第101会年会

23目:特別講演会･総合討論会(ロシアからの2招待講演あり)

24-25日:一般講演会

26日(月)一28日(水):巡検

問合せ先1日本地質学会

1994年10月4日(火)一5日(水):TheSapPoroIntemationConferenceon“Minera1ResourcesoftheNW

PacificRim"(10月7日一9目は巡検)

問合せ先:北海道大学石原舜三(F脳:011-746-0394)
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騒本誌は東京都の蟹が関政府下I1行物サｰビスセンタｰ､

八重洲ブックセンタｰ(株)本店およびつくぼ市の友朋

堂書店本店に鴬備してあります.品切れの際は店頭で

注文Lてください.

地質ニュｰスに対するご意見は編集委員会へ

地質ニュｰス478号�


